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序 調査の目的とフロー 
北大阪急行線の延伸計画は、平成17年度、18年度の2カ年で整備計画案の検討調査を実施してい

る。事業性の検討については、既存の地下高速鉄道整備事業費補助の事業スキームでの検討と併せて、

平成17年に都市鉄道等利便増進法が成立したのを受けて、都市鉄道等利便増進法における速達性向上

事業の事業スキームである受益活用型上下分離方式の採用による事業化検討を行った。検討の結果、リ

スクの分担や事業性の面で、受益活用型上下分離方式の採用による事業実現可能性が見いだされた。 

しかし、北大阪急行線の延伸は単純延伸であり、都市鉄道等利便増進法の適用は現時点では困難で

あるため、平成19年度においては、関係諸機関が参加する関係者連絡会議を開催し、今後の検討の

方向性等について議論を行い、事業制度としては既存の地下高速鉄道整備事業費補助を用いながら、

反射損益を活用する受益活用型上下分離方式と同等の効果が得られるような事業スキームの検討を

行っていくことで方向性の一致をみたとともに、今後の検討の項目についても確認を行ったところで

ある。 

これらの経緯を受け、平成 20、21 年度は、運行計画、路線計画、需要予測、事業制度等につい

て、平成 17、18 年度調査をもとにした深度化検討を行い、関係者が合意可能な延伸整備計画案の

とりまとめを行うことを調査の目的とする。 

調査にあたり、学識経験者をはじめ関係者で構成する「北大阪急行線延伸検討委員会」を設置して、

検討を進めたものである。 
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平成 17、18年度 

平成 19年度 

平成 20、21年度 

整備計画案（路線、運行、構造物、需要、 
事業スキーム、収支採算性等）の検討 

■整備計画案の検討深度化 

 

11．事業の実現化に

1．路線整備の位置づけ 
2．沿線地域の現況・課題と最近の社会情勢の変化等 
（平成 17,18 年度調査、平成 19 年度関係者連絡会議に
おける検討内容のレビュー） 

10．整備計画案のま

9．整備効果の検討
・路線整備のミッシ
・費用便益分析 

3．路線整備の主たる目的 
・近畿地方交通審議会の答
申に関する内容 
・広域的な意義・必要性に
関する内容 
・箕面市における意義・必
要性に関する内容 

4．運行計画案の検討 
・検討対象とする鉄道サ
ービス水準 
・検討の前提整理 
・検討にあたっての考慮
すべき事項 
・鉄道サービス水準に関
する具体的な検討 

5．路線計画案の検討 
・資料収集・整理 
・コントロールポイントの整理
・基本図作成 
・地山（土質）条件の整理とト
ンネル工法の検討 
・線形検討の実施 
・各案の比較、ルート案の選定
・各案の概算建設費の算定 

平成 17、18年度検討結果をもとにした、 
今後の検討の方向性の議論 
7．需要予測及び収支採算性の検討 
・第 1ステップ：運行計画の比較 
・有力案における高架案－3’の検討 
・第 2ステップ：路線計画（高架案及び地下案）の比較 
・第 3ステップ：加算運賃による収支の確認 
・需要予測・収支採算性の結果 
・新たな需要の検討
向けて 

とめ 

8．感度分析 
・運賃水準（割引運賃の適用）
行経費等変動、資金調達 

 
ョンを踏まえた整備効果の検討

図 序-1 検討フロー 
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6．ターミナル計画の検討 
・検討の前提条件の確認 
・導入機能の検討 
・必要施設規模の算定 
・ターミナル（駅前広場）計
画のあり方 
、建設費変動、需要変動、運

 



1．路線整備の位置づけ 

1．1 京阪神圏における中長期的に望まれる鉄道ネットワーク 

 北大阪急行線の延伸計画は、近畿地方交通審議会答申第 8号（平成 16 年 10 月 8 日答

申）で、「京阪神圏において、中長期的に望まれる鉄道ネットワークを構成する新たな路

線」として位置づけられている。 

・箕面新都心、「水と緑の健康都市」の開発等に伴い発生する輸送需要に対応するとともに、

当該地域から JR新大阪駅及び大阪都心部へのアクセス機能の強化に資する路線である

・道路交通混雑の緩和及び環境負荷の軽減のために資する路線である。 

【答申のポイント】 

・鉄道網の整備が進む一方で、少子高齢化などに伴う利用者減少を踏まえ、新線計画については

12路線と絞り込むとともに、相互直通運転など既存鉄道ネットワークの有効活用に力点を置い

た内容となっている。 

・北大阪急行線の延伸などの新規路線については、「既存の枠組みでは施設整備が十分に出来ない」

として支援制度の拡充を求めている。 

・また、鉄道が自動車交通量の減少を通して、都市の環境問題の改善や地球温暖化対策に寄与す

ることから、新たな財源調達への対応の必要性を提示している。 

・環境、安全等の観点から公共交通の利用が有益であることを個々人に伝え、交通行動の転換を

促す施策（モビリティ・マネジメント）の展開を求めている。 

 

 

図 1-1 答申路線（抜粋） 
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1．2 大阪府の上位計画 

1）大阪府総合計画「大阪の再生・元気倍増プラン～大阪21世紀の総合計画」 

 大阪府では、「大阪の再生・元気倍増－大阪の都市や産業などが再生し、大阪に集い、
くらす誰もが夢をもち、夢をかなえる元気あふれる大阪づくり－」を将来目標に、「人」

「くらし」「都市」それぞれについて具体的な大阪の将来像を定め、その実現を目指し

ている。 

 ここでは、都市交通政策に関連する内容を中心に整理を行う。 

■【将来像】環境と調和した、安全なくらしの大阪 

【基本方向】環境を守り、地球と生きる 

・自動車公害の防止（低公害な車への転換や自動車交通需要マネジメントの導入

など） 

■【将来像】多彩な活動の舞台となる都市・大阪 

【基本方向】都市を活かす 

・既成市街地の再生（商店街の活性化、快適な歩行空間の確保、公共交通の利便

性向上など） 

・円滑で効率的な都市内交通の充実（適切な交通手段による新たな公共交通ネッ

トワークの整備等による公共交通の利便性の向上、公共交通と自動車交通が調和

した環境にやさしい交通体系の形成） 

 

2）大阪府交通道路マスタープラン 

 概ね平成 37(2025)年を目標にして、関西圏の再生・発展に貢献する今後の道路整備
や鉄道、バスなどの公共交通のあり方など「総合的な交通政策」の方針を提示するもの

である。 

 重点施策として、「自動車交通と公共交通の調和、選択と集中、ストックの活用 ～交通
ネットワークの強化～」の視点から、地域の交通特性を踏まえ、自動車交通と公共交通

の利便性を高めるために、TDM等のソフト施策を含めて、鉄道網の充実や、鉄道駅へ

のアクセス改善等により30分移動可能圏域や60分移動可能圏域の拡大を図るとして

いる。 
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■大阪府総合計画「大阪の再生・元気倍増プラン～大阪 21世紀の総合計画」 
・大阪では、少子・高齢化が急速に進行、低迷する経済、情報化への対応の遅れ、都市環境問

題、危機的な地方財政など様々な課題が顕在化している。 

・このような、「大阪の危機」ともいえる状況を乗り越えるため、めざすべき将来像を明確に見

据え、大阪の再生に向けた取り組みをすすめていけるよう、平成12年に策定された。 

・この計画では、平成 22（2010）年度を目標年次として、誰もが幸せにくらせる大阪の実

現に向けた視点と取り組みの方向性を示している。 

 

図 1-2 大阪府総合計画「大阪の再生・元気倍増プラン～大阪 21世紀の総合計画」の構成 

 

■大阪府交通道路マスタープラン 
・大阪府道路整備長期計画（レインボー計画21（昭和62年策定））の進捗や社会情勢の変化

を踏まえ、大阪のみならず、関西圏の再生・発展に貢献する今後の道路整備や鉄道、バスな

どの公共交通のあり方など「総合的な交通政策」の方針を提示するものである。 

・施策方針として、以下の5つが示されている。 

①大阪の再生・発展を支える 交通ネットワーク 

②ストックを活用した 利便性の高い交通 

③安全で安心な 府民生活を支える交通 

④多様なニーズに応える きめ細かな交通 

⑤良好な施設の保全と 機能向上 

・重点施策として、以下の 3 つの視点からの施策が挙げられており、1）の視点から、地域の

交通特性を踏まえ、自動車交通と公共交通の利便性を高めるために、TDM 等のソフト施策

を含めて、鉄道網の充実や、鉄道駅へのアクセス改善等により移動圏域の拡大を図るとして

いる。 

1）自動車交通と公共交通の調和、選択と集中、ストックの活用 ～交通ネットワークの強化～ 

2）環境・安全・安心の重点化 ～安全で安心な府民生活の実現～ 

3）生活者、来訪者の視点に立った交通まちづくり ～駅から広がる大阪再生～ 
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図 1-3 機能的な交通ネットワークの形成 
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図 1-4 機能集約型都市構造の形成 
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図 1-5 60分移動可能圏域の拡大 
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1．3 箕面市の上位計画 

1）第四次箕面市総合計画 

 ここでは、箕面市のまちづくりの方向として、基本計画の中で都市交通政策に関連する
内容を中心に整理を行う。 

■都市の骨格 
 箕面新都心を中心とした広域都市軸の設定 
 都市拠点、地域生活拠点、新市街地ゾーン 

■箕面新都心の位置づけ 
 都市拠点として、箕面市のまちづくりを先導し、広域的な文化交流の拡大等による
にぎわいを生み出す。 

■公共交通機関の整備 
 モノレールや北大阪急行線延伸等推進 
 鉄道駅を拠点とした駅前広場、バス路線網の整備 
 市内を循環する公共交通の充実を図る 

■観光 
 観光シーズンの交通渋滞の解消、来訪者の利便性の向上 

 

■第四次箕面市総合計画 

・地方分権の推進、国際化や高度情報化の進展、少子高齢化、地球環境問題、経済の低迷へ

の対応など、新たな社会経済情勢の変化を踏まえて、2001年～2010年（平成13年度

～平成22年度）までを計画期間として策定した箕面市のまちづくりの指針である。 

・将来都市像、基本目標、施策の大綱を示す「基本構想」と、施策の基本方針、体系及び、

内容等を示す「基本計画」、さらに、基本計画で定められた事業計画を着実に実現するため、

3年単位で策定する「実施計画」によって構成されている。 

 

 
（出典：箕面市中心市街地活性化基本計画） 

図 1-6 箕面市総合計画 3つの将来都市像 
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（出典：箕面市中心市街地活性化基本計画） 

図 1-7 箕面市総合計画 3つの基本目標と基本計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-8 位置図 
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2．沿線地域の現況・課題と最近の社会情勢の変化等 

2．1 沿線地域の現況と課題 

 沿線地域の現況と課題については、以下のとおり整理される。 

 

（1） 箕面市の位置と市域構成 

広域交通の利便性が高い  10キロ圏に大阪空港、新大阪駅、高速道路（名神、中国道、近
畿道）があり、広域交通の利便性が高い。 

性格の異なる地域特性  箕面市域は、西部、中部、東部、北部、中央山間の 5 地域に分
けられる。 

西部地域：良好な住環境（阪急箕面線沿線） 

中部地域：商業集積(船場団地､箕面新都心)、保健･医療･福祉拠点集積(市

立病院等) 

東部地域：低層・中高層の住宅地を中心とした土地利用 

北部地域：余野川沿いに集落が展開、「水と緑の健康都市」の開発 

中央山間地域：明治の森箕面国定公園を含む北摂地域全体の貴重な緑

地空間 

 

（2） 箕面市の都市構造 

箕面市は、地形的特徴、市街化の歴史的経緯などから、現在の都市構造自体がクルマへの依

存度を強める要因となっている。 

① 地形的特徴 
徒歩・自転車移動による移

動抵抗が大きい地形 

 国道 171号を境に、北側は山地へつながる斜面、南側は千里丘
陵であり、高低差が大きな地形となっており、徒歩や自転車移動

の抵抗が大きい。 

② 市街化の歴史的経緯 
鉄道駅が無い地域での宅

地開発 

道路の利便性を活かした

まちづくり 

 箕面有馬電気軌道の開通により、早い時期から市街化が進んだ西
部地域以外は、最寄りの鉄道駅がない地域で、道路整備による利

便性を活かした宅地開発が進められた。 

 

ロードサイド型店舗  山麓線や国道 171号沿線には、ロードサイド店が多く立地して
いる。 
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（3） 社会経済的特徴 

箕面市は、良好な住環境を備えた大阪のベッドタウンとして、良好なイメージが形成されて

いる。また、大規模開発等による着実な人口増加や豊かな観光資源など、高いポテンシャルを

有する。 

一方で、中心市街地の活力低下や船場繊維卸商団地の活力低下など、商業の減速傾向が見ら

れ、商業活性化が箕面市のまちづくりにおける課題の一つとなっている。また、観光において

は、観光資源を十分に活かし切れていないという問題や、観光期の交通渋滞の発生など、解決

すべき課題も残されている。 

 

① 箕面のイメージ 

良好な住環境  大阪圏では住宅地としての人気が高いエリアの一つであり、関西
の中でも住みよい市の一つとされている。 

高所得水準  箕面市は、大阪圏においても所得水準の高い市の一つであり、北
摂地域の中でも持ち家率や1世帯あたりの延面積が広く、自家用

車保有率も高い。 

大阪のベッドタウン  大阪府の市町村の中でも特に大阪市方面の流動が多い地域であ
り、大阪のベッドタウンとなっている。 

② 高いポテンシャル 

着実な人口増加  箕面市の人口は着実に増加している。今後も箕面森町（水と緑の
健康都市）、彩都（国際文化公園都市）、箕面新都心（かやの中央

地区）の開発の進展、小野原西特定土地区画整理事業等の進展に

より人口定着が進み、人口は増加するものと考えられる。 

豊かな観光資源  箕面市域の北部は、明治の森箕面国定公園など滝と紅葉で知られ
た関西有数の景勝地として豊かな観光資源を有し、年間 110 万

人の観光客が訪れている。しかし、観光資源を十分に活かし切れ

ていないという問題や、観光期の交通渋滞の発生など、解決すべ

き課題も残されている。 

③ 商業  

商業の活力低下  箕面駅周辺における中心市街地の活力低下や船場繊維卸商団地
の組合員企業数の減少など、商業の減速傾向が見られる。 
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（4） 交通 

箕面市は、大阪市方面の交通流動が多く、都心との結びつきが強い地域である。また、鉄道

利用のため、また目的地として、千里中央地区へ交通が集中している。 

公共交通サービスとしては、大阪府内の鉄道アクセス不便地域の一つであり、都心方面の交

通需要に対して、路線バスが千里中央までの輸送を担い、バス路線網は千里中央一極集中型と

なっている。一方、市内を循環するバス路線網は系統・本数ともに少ない。 

箕面市は、都心アクセス、市域内々移動ともに自家用車の利用が多く、過度に自家用車に依

存した状態である。今後人口増加等により、都心方面の交通需要の増加が予想されるが、自家

用車への過度な依存によって、新御堂筋をはじめとした都心方面への道路交通混雑が予想され

る。 

 

① 交通流動 
大阪都心との結びつきが

極めて強い 

 交通流動は、大阪市方面への流動が多く、大阪都心との結びつき
が強い。 

千里中央指向  箕面市から都心への鉄道アクセスには、北大阪急行線千里中央駅
が最も利用されている。また、箕面市から千里中央地区に対するト

リップの概ね 1/3 は千里中央地区を目的地とした代表手段トリッ

プであり、千里中央を目的地とした利用も比較的多い。 

② 公共交通サービス（鉄道・バス） 

鉄道アクセス不便地域  箕面市は、大阪都心から20km圏の地域の中で、鉄道アクセス不
便地域の一つになっている。 

市内バスサービスの不足  箕面市のバス路線網は千里中央一極集中型であり、市内循環型の
バス路線網が不足している。 

公共交通サービスへの不満  市民満足度アンケート調査によると、公共交通のサービス向上、
道路交通の適正化に関する施策は、満足度が低く、重要度が高い施

策群に属している。 

③ 自動車利用 

自家用車への過度な依存  都心方面の利用、市内での利用のどちらにおいても自家用車への
依存度が高い。 

観光期の交通渋滞  観光期には、自家用車の集中により、ドライブウェイや市街地の
幹線道路等で交通渋滞が発生しており、抜本的な対策が求められて

いる。 
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2．2 最近の社会情勢の変化等 

（1） 大阪圏における鉄道ネットワーク形成促進 

 前回、北大阪急行線延伸整備計画策定調査を行なった平成 17 年度、18 年度以降、下

記の鉄道が開業した。この 2、3 年の間に、大阪圏における鉄道ネットワークの形成が

着実に進んでいる。 

○平成20年 3月 15日 ：おおさか東線（放出～久宝寺間） 

○平成20年 10月 19日 ：京阪中之島線 

○平成21年 3月 20日 ：阪神なんば線 

 現在、大阪都心部においては、東海道線支線の地下化や西梅田・十三連絡線（仮称）、新

大阪連絡線の整備計画が事業化に向けて検討されており、また、なにわ筋線の調査も始

められる。これらの整備が実現すると、大阪圏の鉄道ネットワークはいっそうの機能強

化が図られるものと考えられる。 

 

  

開業路線 

事業中路線 

計画路線 

東海道線支線の地下化西梅田･十三連絡線(仮称)

新大阪連絡線

なにわ筋線

京阪中之島線

阪神なんば線

おおさか東線 

北大阪急行線の延伸

図 2-1 鉄道ネットワークの形成促進 
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（2） 道路網の整備 

 新名神高速道路高槻第一 JCTから神戸 JCTまで40.5kmの区間は、現在、設計協議・

用地幅杭設置・用地取得の段階にあり、平成 30 年度の完成に向けて事業が進捗してい

る。 

 また、新名神高速道路箕面 ICと接続予定の箕面有料道路（箕面グリーンロード）は、平

成19年 5月 30日に開通した。本路線は、箕面市北部、豊能町、能勢町や京都府亀岡

市などから大阪方面への交通の主要路線となり、北部大阪地域の交通渋滞緩和に寄与す

るとともに、災害発生時の広域緊急交通路としての役割も果たす。また、箕面森町への

アクセスとしても寄与し、新名神高速道路との接続により、大阪都心部と全国を結ぶ広

域ネットワークを形成するものである。 

 

 
（出典：NEXCO西日本HP） 

 

 
（出典：大阪府道路公社HP） 

図 2-2 新名神高速道路及び箕面有料道路の整備概要 
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（3） 大規模開発・面整備事業等の進展 

 延伸線の沿線では、箕面森町（水と緑の健康都市）、彩都（国際文化公園都市）の大規模

開発や箕面新都心（かやの中央地区）、千里中央地区再整備事業、小野原西特定土地区画

整理事業が着実に進展している。 

 都心部では、大阪駅北地区や中之島西部地区の開発が進められている。大阪駅北地区は

西日本最大の交通ターミナルに隣接し、高い立地ポテンシャルを有しており、関西の都

市再生を牽引する中枢的拠点の形成が図られる計画である。この大阪駅北地区の開発の

成功は、将来の大阪圏にとっての最重要課題の一つであり、大阪経済の活性化及び大阪

圏の都市再生に大きく寄与するものと期待されている。また、中之島西部地区では、大

阪の国際・文化・情報化を図る都心機能を備えるとともに、ウォーターフロント等水辺

の景観を活用した大阪のイメージアップにより、世界に誇れる大阪の顔となるよう、オ

フィス・商業、文化施設、高規格住宅等の立地促進が図られている。 

 また、都心南部の湊町・難波地区や阿倍野地区においても、新たな拠点形成が進められ

ている。 

 

■各事業等の概要 

○箕面森町（水と緑の健康都市） 

・箕面森町第1期整備が平成19年 9月末に完成し、10月 1日から保留地の分譲や仮換

地の使用収益が始まった。また、同時に地区センターや千里中央駅へのアクセスバスの

運行も開始し、まちとしてオープンすることとなった。 

・第 1期整備等事業の概要 

面積約100ヘクタール 

区画数約1,200区画（内 保留地：約600区画） 

・定着人口：323人（平成20年9月末現在） 

 

○彩都（国際文化公園都市） 

・平成16年 4月の西部地区一部まち開き以降、着実に整備が進んでいる。平成19年 3

月にはモノレール彩都線が開通し、西部地区のグランドオープンとなった。 

・西部地区内にあるライフサイエンスパークでは、関連の研究開発施設が現在8箇所開設

され、さらに2基目のインキュベート施設となる彩都バイオイノベーションセンターの

整備が進められているなど、計11か所の立地が決定している。 

・定着人口（平成20年 9月末現在） 

・箕面市：295人 

・茨木市：5,886人 

 

○千里中央地区再整備事業 

・「千里中央地区再整備事業」は、民間活力導入によって、大阪府、豊中市等が千里中央駅

周辺に保有していた約5.2ha の資産を一体的に再整備するものである。 
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・平成16年に事業コンペが行われ、平成17年に優先交渉権者候補者が決定した。 

・平成 18 年 6 月に第 1 立体駐車場および第 2 立体駐車場増築工事に着工したのを皮切

りに、豊中市千里文化センターのオープン、ヤマダ電機の開店、千里中央病院の開院等

着実に整備が進められている。 

・今後、住宅・商業複合施設となるタワービルの竣工等により、平成 21 年の完成が予定

されている。 

 

○箕面新都心（かやの中央地区） 

・平成8年より行われてきた事業が、平成20年に完了した。 

・箕面マーケットパーク visola を核として、商業施設が集積し、visola は年間960万人

の来客数がある（平成19年度）。 

 

○小野原西特定土地区画整理事業 

・平成19年7月に工事が概成し、保留地の販売やアパート用地の売却等が行われている。 

・定着人口：127人（平成20年9月） 

 

○大阪駅北地区開発 

・大阪駅北地区は、都市再生、土地の高度利用促進の観点から、平成14年 7月に都市再

生緊急整備地域（大阪駅周辺・中之島・御堂筋周辺地域）の一部として指定され、平成

16 年 7 月には同地区のまちづくりに関係する機関等で構成される「大阪駅北地区まち

づくり推進協議会」において「大阪駅北地区まちづくり基本計画」が策定されている。 

・また、大阪駅北地区の一部においては、「大阪駅北大深東地区土地区画整理事業」（面積：

約8.6ha、施行期間：平成17年度～平成22年度）が実施中であり、平成23年度に

同事業地区のまち開きが予定されている。 

 

○中之島西部地区開発 

・中之島西部地区は、都市再生、土地の高度利用促進の観点から、平成14年7月に都市

再生緊急整備地域（大阪駅周辺・中之島・御堂筋周辺地域）の一部として指定され、水

と緑豊かな環境整備を進め、国際的な文化ゾーンやステイタス性のあるビジネス環境を

活用し、オフィス・商業、文化施設、高規格住宅等の立地促進が図られている。 

・平成 20 年 10 月 19 日には、地区への鉄道アクセスを担う中之島線が開通し、地区へ

のアクセス性が大幅に向上した。 

 

○湊町・難波地区、阿倍野地区 

・湊町・難波地区は、関西国際空港に直結する大阪の南の玄関口にふさわしい、人・情報・

文化が交流し発信する新しい拠点の形成を目指し、阿倍野地区では、天王寺・阿倍野タ

ーミナルに近接する立地を生かし、商業・娯楽・居住・宿泊等の機能が複合した、個性

ある拠点形成を目指し、それぞれ事業が進められている。 
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箕面新都心の 
事業完了 

小野原西特定 
土地区画整理事業 
のオープン 

大阪駅北地区
開発の進展 

千里中央地区 
再整備事業の進展

彩都開発の進展 

箕面森町のオープン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中之島西部地区 
湊町・難波地区 
阿倍野地区 

図 2-3 大規模開発・面整備事業等の進展 

 18



（4） 今後の鉄道ネットワーク整備のあり方について 

 平成20年6月 19日に、交通政策審議会 陸上交通分科会 鉄道部会において、今後の

鉄道輸送・鉄道技術のあるべき姿と鉄道政策が目指すべき方向性についての提言「環境

新時代を切り拓く、鉄道の未来像 －鉄道がつなぐ、エコフレンドリーな生活圏（「鉄道

エコ生活圏」）の創造に向けて－」がとりまとめられた。 

 本提言においては、今後の都市鉄道ネットワークのあり方として、「都市鉄道利便増進事

業の積極的活用」や「事業者の壁を越えた一層のシームレス化」、「空港や新幹線とのア

クセス改善」、「まちづくりとの連携」等の考え方が示されている。 

 

■環境新時代を切り拓く、鉄道の未来像 －鉄道がつなぐ、エコフレンドリーな生活圏（「鉄道

エコ生活圏」）の創造に向けて－ 抜粋 
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